
　ガバナー事務所より、ロータリー研修会にご参加有り

難うございます。研修の対象者は、会長・幹事・増強委員・

クラブで入会５年未満の会員の方々です。

集合時間：平成２１年１月２４日　土曜日

　　　　　８時００分　集合

集合場所：三島駅　北口　

　　　　　新幹線　８時２６分　三島発

日　時：平成２１年１月２４日　土曜日

　　　　午前９時１５分／受付

　　　　午前９時４５分／開会点鐘

　　　　午前１２時／閉会点鐘

場　所：静岡県産業経済会館

　　　　静岡市葵区追手町４４－１　

　　　　０５４－２７３－４３３０

参加対象者

１．大房正治　　会長

２．鈴木政則　　幹事

３．山田定男　　増強委員

４．山本　章　　２００６．　１月　入会日

５．山口雅弘　　２００７．　３月　入会日

６．石井和朗　　２００８．　７月　入会日

７．新井　香　　２００８．　７月　入会日

８．杉山　隆　　２００８．１２月　入会日

　１月２３日の例会は　東レ研修センター　１２時３０

分よりＩＭのリハーサルを行います。

　一月のガバナー月信が来ています。

　例会終了後、Ｂテーブルで理事・役員会を行います。

　あけましておめでとうございます。

本年もよろしくお願いいたします。

　先日１３日は洋ランセンターにて、伊豆中央ロータリ

ー主催の４クラブ合同新年会が行なわれました。遠距離

にも関わらずたくさんのロータリアンに参加していただ

きありがとうございました。また、１月２５日（日）東

レ研修センターで我がクラブ主催のインターシティーミ

ーティングが控えております。行事が続いて大変ですが、

皆様のご協力をお願いいたします。

　昨日は御殿場ロータリークラブにメイキャップに行き、

２０周年の記念事業「小学生の未来への手紙」について

と、インターシティーミーティングの当日、新入会員の

入会式の打ち合わせに行って参りました。

　７月よりインターシティーミーティングの為に中村委

員長を中心に計画を練り後１週間になりました。万全を

期して、せせらぎ三島ロータリークラブの結集を見せた

いものです。

撮影：山本章君



石井司人君：東海大学の講義が今日で終了しました。昼

例会の出席ができなかったので、これからは出席が可能

になります。講義料の一部をスマイルします。

内田憲一君：早退します。隣に行きます。

遠藤正亀君：先週はドタキャンですみません。五十肩に

なってしまいました。

加藤正幸君：親睦主催のクリスマス会に多数の参加とご

協力、ありがとうございました。無事終了できましたこ

とに感謝いたします。

兼子悦三君：１月２０日、誕生日です。もう何回祝いが

あるかわかりませんが、今年で７３歳です。誕生祝いあ

りがとうございました。

土屋巧君：業界の新年会がありまして、申し訳ございま

せんが早退いたします。みなさん本年もよろしくお願い

します。

中山和雄君：他の会合のため早退させていただきます。

理事役員会欠席してすみません。今年もよろしくお願い

いたします。

山上光喜君：あけましておめでとうございます。今年も

ガンバリたいと思いますが、景気が最悪なため会社があ

るかわかりませんが、できるだけロータリー活動をした

いと思います。

山口辰哉君：あけましておめでとうございます。１月２

６日（月）に法人会青年部会主催の後援会があります。

会場はここブケ東海三島、講師は皆さまご存知の「１０

０人の村」の著者・池田香代子さんです。ポケットに案

内を入れてありますのでご参照ください。

山口雅弘君：１月２２日、三島市民文化会館で「夢を叶

える心の法則」の講演会があります。残りあとわずかで

すので、参加していただける方はＦＡＸをください。

山本良一君：本年もよろしくお願いいたします。

■審議事項■

１．会員候補者通知の承認について

　　久保栄子さん

・・・承認

２．２０周年記念事業について

    片野氏より説明
① 参加者並びに参加人員承認の件
② 案内状発送期日の件
③ 式典及び祝宴のプログラムについて協議
④ ２０周年記念ロゴ承認の件
⑤ 三年後の自分への手紙・夢をかたちに
⑥ ２０周年予算案承認の件
　　　　

３．ＩＭについて

  　矢岸氏より説明
　　　進行についての説明

　　　担当責任者への説明

４．ハンドベルについて

　　古屋氏より説明

　　外部の方々より募集をする　　　　　　　　　

・・・承認

日　時：平成２１年１月１６日（金）

　　　　１９時３０分より　

場　所：ブケ東海三島

出席者：兼子　保坂　野中　中村　片野　古屋　西原

　　　　大房　矢岸　宮澤　鈴木　遠藤

欠席者：中山　山梨　渡辺  小林　澤田
記録者：鈴木政則

司会者：鈴木政則

　明けましておめでとうございます。

今年もよろしくお願いいたします。

　ロータリー半年間の感想を昨日言わ

れたのですが、私は入会の時から「四

つのテスト」１．真実かどうか　２．

みんなに公平か　３．好意と友情を深めるか　４．みん

なのためになるかどうか、が頭から離れませんでした。

とりわけ「好意と友情を深めるか」が胸にひっかかりま

した。そもそも私は、来る者は拒まず去る者は追わず、

という姿勢で今日まで生きてきましたので、能動的に自



分から友情を深めるとか好意をもってとかが苦手であり

ました。分かってくれる人は分かってくれる、との考え

方でしたが、何回となくこの言葉を口にすることによって、

やはり好意と友情を深めるか、という言葉を念頭におか

なくてはと思うようになってまいりました。念頭におく

と言いましても、いざ実行するとなるとなかなか難しい

ことだとは思いますが、この「四つのテスト」を携えて

皆様の後姿を追いながらロータリー活動を歩んでいきた

いと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

変わることが出来ない、これはいいチャンスなのかもし

れないと思い、おもいきって入会希望をさせていただき

ました。

　まだまだ数回しか例会や行事に参加させていただいて

おりませんが参加されている皆さんも本当に親切に接し

てくださり、なんとなく小学校入学時、上級生のお兄さ

んの姉さんに面倒を見てもらった事を思い出しました。

皆様何事も真剣に取り組んでいる姿を見て、自分も少し

変われるかも、と思えました。今後自分が何が出来るか

分かりませんが、今から出来ることを精一杯やっていく

つもりです。

　看板業（屋外広告業）を営んでいる自分にとって異業

種の皆様と同じ目的、目標をもって活動して行くことは

仕事の面でもプラスになると考えておりますが、まずは

ロータリー会員として認めていただける様頑張ります。

　私にとって今の仕事は天職だと思っています。クライ

アントに対し、これはと思うデザイン・アイデアを形に

して、その結果、成果を出しお客様に喜んでいただける

仕事に誇りと自信をもっております。昔は何でも手仕事で、

絵でも文字でもみな修行・練習をして技術向上させてき

ました。残念ながら今では技より、道具（パソコン、コ

ンピュータ技術）などが主流の時代になってきますが、

努力してつちかった技術・知識は絶対に生きると信じて

います。方法は違っても信頼してくれるお客様に本当に

良い物を提案できることが大事な事だと考えております。

その職人魂とロータリー気質をこれからの若い人達に少

しでも伝えることができれば、この不況時代もきっと乗

り越え、もっと質の高い日本の社会になれると思ってい

ます。

　これからも仕事・ロータリー活動と頑張っていきたい

と思います。

皆様もよろしくお願いします。

　うまく語れませんで申し訳ありませんでした。自分に

卓話の機会を与えてくださりありがとうございました。

　昨年入会させていただきました杉山

隆です。

　日ごろこのような場所でお話させて

いただく機会がなく不慣れなため、お

聞き苦しい点、多々あると思いますが

新人ということでお許しください。

　まずは入会させていただき本当にありがとうございま

す。入会前まではクラブの活動内容、主旨を理解してお

らず、正直興味すらありませんでした（すみません）。

しかし、去年で５０歳になった私は、人生の節目に何か

今までと違った生活、習慣、学習をすることができない

だろうか、そのことにより人格形成、精神の向上ができ

たらよいなと考えておりました。今までの人生、看板業

（正式には屋外広告業といいます）を営み始めてから、

ただ仕事を増やし、お客さまの信頼を得ること、それを

守り続けること、良いものをつくることへの研究・開発

に没頭してきました。その反面、同じくらい大切なこと

を見過ごし、ワンマン社長、家庭を大切にしない夫にな

ってしまい、３０代には信頼していたスタッフに去られ、

さらには女房、子供たちとも別れる羽目に至ってしまい

ました。当たり前にいる家族が夢のように消えてしまい、

まさに酸素を奪われたような辛く苦しい経験もしてしま

いました。それでも前を向いて歩かねばならず、弱い所

をひたかくしにして自分を偽って生活してきた気がしま

す。そんな私にも再度家庭を作るチャンスが訪れ、今で

は（恥ずかしながら）この年で６歳と３歳の子どもに恵

まれました。同じ失敗は絶対したくない、なんとかこの

幸せを長続きさせたいと思っております。それには今ま

での自分を変えなければ、また、どうしたら変えること

が出来るのか、ずっと考えていました。そんな時、仕事

の話で伺った鈴木政則先輩からロータリーの話をしても

らい、最初は前述しましたが、自分には向かないだろう、

性に合わない、時間がとれない・・・と思っておりまし

た。しかし、何度か話を聞いているうちに、鈴木先輩よ

り、時間を作ることも経営者にとって大事だし何と言っ

ても心の修行の場になるよと言われ、ふと今までの自分

を変えるには苦手と思っていた事に挑戦しなければ何ら


